


バ ス ケ は 、ひ と の 心 を 動 か し つ づ け る 。

ボ ー ル と 身 体 が 、コ ー ト と 織 り な す リ ズ ム に 、
共 鳴 す る 選 手 の 鼓 動 。

一 人 ひ と り の 個 性 が 生 む 、多 彩 な プ レ ー に 、
ひ き 込 ま れ て い く 観 客 。

と き に は 1 0 0 点 を こ え る 、絶 え 間 な い 攻 防 戦 に 、
固 唾 を の む 全 国 の フ ァ ン 。

バ ス ケ に よ る 心 の 弾 み は 、
日 本 中 を つ な げ て 、元 気 に し て い く 。

私 た ち は 、こ の つ な が り を 未 来 ま で 支 え て い き ま す 。

さ あ 、バ ス ケ を は じ め よ う 。



GREETINGS ごあいさつ

　このたび、男子オーストラリア代表チームを北海道
札幌市にお迎えし、「日本生命カップ2024 (北海道
大会) バスケットボール男子日本代表国際強化試合」
を開催できますことを、大変うれしく思います。 

　また、来日いただきました男子オーストラリア代表
チームの皆様にも、心から感謝いたします。今大会は、
パリ2024オリンピック前の貴重な国際強化試合の機
会です。安心安全な大会とするべく最善を尽くします
ので、ファンの皆様におかれましては、会場で、あるい
はテレビ中継やインターネット配信を通じて、ぜひ試
合をお楽しみいただき、男子日本代表チームへのご声
援をよろしくお願いいたします。 

　結びに、特別協賛をいただきます日本生命保険相
互会社様をはじめとする協賛各社様、また本大会の開
催にあたり様々な形でご支援・ご尽力いただきます皆
様方にお礼を申し上げますとともに、今大会の成功を
祈念いたしまして、ごあいさつといたします。

「日本生命カップ2024 (北海道大会) バスケット
ボール男子日本代表国際強化試合」の開催に際し、心
よりお祝いを申しあげます。
　弊社は現在、サステナビリティ経営の一層の高度化
を進め、『誰もが、ずっと、安心して暮らせる社会』の実
現を目指しています。この中でスポーツは多くの人々
に楽しさや夢・感動を与え、すべての人の生涯にわた
り、健康と心の豊かさをもたらす力があると考えてお
ります。弊社はこれまでも「Play,Support.～さあ、支
えることを始めよう。～」をスローガンに掲げ、スポー
ツを応援するとともに、バスケットボール・車いすバ
スケットボールをはじめ、さまざまな競技・アスリート
と、より良い地域・社会づくりに向けた取組を全国各
地で展開してまいりました。
　パリ2024オリンピックを目前に控える中で、本大
会において両国の選手が日ごろの練習の成果を存分
に発揮され、白熱したゲームが展開されることを期待
しております。

公益財団法人日本バスケットボール協会 会長

三屋 裕子
Yuko Mitsuya

日本生命保険相互会社 代表取締役社長

清水 博
Hiroshi Shimizu







ホーバスHC　はい、それは大きいと思います。私
はコンペティション（競争）が大好きです。選手た
ちは日々の練習から最終ロスターに残るために同
じポジションの候補選手とのコンペティションを
勝ち抜かなければなりません。その経験が自信に
つながっていきます。特にワールドカップに出場
した選手はそれを理解していますし、当時と同様に
コンペティションをしていますね。
―張本天傑選手のようにケガから復帰の選手
もいます。
ホーバスHC　張本選手はケガ明けですが、ケガ
をする前はこのチームの先発を務めていました。
いい仕事をしていたのですが、B.LEAGUEの試合
中ケガを負い、リハビリを経て復帰してきました。
ただ張本選手が抜けていた約 1年半の間にこの
チームは急速に成長しました。それに追いつくの
は大変かもしれませんが、とても頑張っています。
「あー、張本ってこういういい選手だったね」と思
い出していますよ（笑）。シュートはうまいし、ディ
フェンスも厳しい。彼の本来の実力を見せてくれ
ています。
―選手の選択肢が広がることはいいことですか。
ホーバスHC　はい。ただ逆にどの選手を選ぼう
か、悩みが増えます。ですが、これも大切な仕事で
す。

―オーストラリア戦に向けての準備は？
ホーバスHC　オーストラリアは若い選手が来ま
す。これからスカウティングしますが、勝ちたいで
すね。勝ちにはこだわりたいです。それに私は負
けることが大嫌いです。
どのようなバスケを見せてくれますか？

ホーバスHC　このチームのバスケを見てもらい
たいです。ワールドカップに出場した選手にはそ
れを思い出してもらっていますし、新しく参加して
いる選手には覚えてもらっています。当然、オース
トラリア戦は選手選考のトライアウトの場になる
のですが、バスケットボールはチームスポーツ。自
分のプレーは大切ですが、チームのためにプレー
しているのかにも目を配ります。
―オーストラリアのように高さのあるチームに
はどう対応しますか。
ホーバスHC　リバウンドやペイントアタックをう
まくできるか。それにオーストラリアはフィジカル
なバスケをしてきますから、それには負けたくあり
ません。ディフェンスの仕掛けも多いチームです
が、それにも対応したいと思います。
―ワールドカップのときよりもレベルアップし
たプレーは見られますか。
ホーバスHC　今でもNBAの試合を見てインスピ
レーションを得ています。このチームのこのプレー
を日本代表でやってみたらどうだろうかと思って
試合を見ています。それを合宿で試していますし、
結構いいプレーが見つかりました。楽しみにしてく
ださい。
―最後にファン、特に大会の開催を楽しみにし
ている北海道のファンにメッセージをお願いしま
す。
ホーバスHC　現在の日本代表チームが北海道で
試合をするのは初めてなので、本当にいいバスケッ
トをお見せしたいです。いつも日本のファンの前
では勝ちたいと思っています。なので、特にいいバ
スケットをお見せしたいですね。どうしても日本の
ファンの前でプレーするチャンスは限られてしま
うので、勝つのは当たり前、内容にもこだわりたい
です。応援よろしくお願いいたします。

INTERVIEW HCインタビュー

―「日本生命カップ2024（北海道大会）」に臨
む男子日本代表の現状を教えてください。
ホーバスHC　代表合宿の前にディベロップメン
トキャンプ（以下DC）を行いました。リバウンドや
３ポイントシュートの面で、このチームを押し上げ
てくれる選手を探していましたが、それはまだ見つ
かっていません。それでもDCから残ったのは佐々
木（隆成）、ジェイコブス（晶）、山ノ内（勇登）の3人。
このチームに残るのは大変です（笑）。ただ、ここか
らもっともっとカットしなければいけないので、そ
れは難しい仕事と言えます」
―昨年のFIBAバスケットボールワールドカッ
プ2023のときもそうでしたが、チーム内の競争
を勝ち抜いた選手たちが堂々と沖縄アリーナでプ
レーしました。
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コンペティションを勝ち抜いて
得る自信が大切

現在の男子日本代表が
初めて北海道でプレー

負けるのは嫌い！
内容にこだわった
いいプレーをお見せしたい
パリ2024オリンピックに向けて強化を進める男子日本代表。
最終ロスター12名に残るサバイバルレースがスタートした。
そのためにも本大会は選考勝ち抜くための大事な一戦。
オーストラリア代表戦に臨むホーバスヘッドコーチに話を聞いた。

男子日本代表ヘッドコーチ

トム・ホーバス
Tom HOVASSE

とむ・ほーばす：1967年 1月31日生まれ／アメリカ・コロラド州出
身／ペンシルベニア州立大学出身／大学卒業後はポルトガルリー
グを経て、1990年にトヨタ自動車へ入団。日本リーグで通算5度
の得点など活躍し2001年に引退した。2010年、JX-ENEOS
サンフラワーズのコーチに就くと、2017年には女子日本代表ヘッ
ドコーチに就任。2021年の東京2020オリンピックでは史上初の
銀メダル獲得に尽力した。2021年9月に男子日本代表ヘッドコー
チ就任。2023年9月、FIBAワールドカップ2023でアジア1位と
なり、パリ2024オリンピックの出場権獲得に導いた。







いがありましたか？
比江島　正直、うれしいことはうれしかったのです
が、オリンピックに行けるという喜びよりは、「あと
1年、代表の活動期間が延びたな」「代表引退が 1年
延びたな」というのが正直な感想でした。でも時間
が経つにつれて、オリンピック出場が達成できたう
れしさが込み上げてきましたね。
―比江島選手にとって、オリンピックとは？
比江島　小さい頃からの夢でしたし、バスケット
ボール選手として、日本代表活動をしているからに
は目指さなきゃいけないというか、目標の場所だっ
たので、絶対にオリンピックに出たかったです。も
ちろん、パリの前に東京2020オリンピックを経験
させてもらいましたが、パリのチケットを自力で勝
ち取ったことに、違った意味があると思います。現
役中にオリンピックのチケットを勝ち取れたこと
は、すごく感慨深いものがあります。

―今季（B.LEAGUE 2023－24シーズン）、ベ
スト3P成功率賞（44.0％）を受賞した感想は？
比江島　今シーズンは3ポイントシュートの意識
をより強く持ってやってきたので、素直にうれしい
です。キャッチ＆シュートだけでなく、少しディー
プな位置から打つことを課題にしてやってきまし
た。その中で、高いパーセンテージで決めることが
できたので、うれしいですね。
―毎年、成長している証ですね。
比江島　プロに入ったころは3ポイントとは無縁
の選手だと思っていました。でも、この年齢でも確
率がどんどん上がっていって、3ポイントのタイト
ルを獲れたことに成長を感じられるので、そこは自
信にしていいと思っています。

―今年の日本代表では、トム・ホーバスヘッド
コーチから何を求められていますか？
比江島　去年から引き続き、自分の役割は3ポイン
トを打つことと、ペイントに進入してクリエイトす
ることです。
―いよいよ強化試合が始まります。オーストラ
リア戦の位置づけをどう考えていますか？
比江島　選手選考が第一にあると思いますが、か
といって、そんなに時間があるわけではないので、
この試合で今ある課題をぶつけて克服することで、
また新たな課題が見つかると思います。ただ、大会
直前の調整時期ではないので、しっかり勝ちにいっ
て、内容にこだわっていきたいです。
―オーストラリア相手に試したいところは？
比江島　オーストラリアはフィジカルが強いチー
ムです。僕はワールドカップでは、ドイツやオース
トラリアというフィジカルが強い相手に対してい
いパフォーマンスを出せたわけではないので、B

リーグでは、フィジカルがある相手に対して、ドラ
イブのときに体を当てることを意識して取り組ん
できました。オーストラリア戦では、そうしたフィ
ジカルを意識したプレーを試したいです。また、3

ポイントに関しては、よりディープなところから
打ったり、今まで以上にクイックで打つことを意識
してプレーします。ワールドカップで課題になっ
たことを、Bリーグで意識して取り組んできたので、
札幌のオーストラリア戦でチャレンジしたいです。

INTERVIEW プレーヤーインタビュー

―改めて、パリ2024オリンピック行きを決め
たFIBAワールドカップ2023を振り返っていた
だきたいのですが、どのような思いで臨んだ大会
でしたか？
比江島　大会前に（渡邊）雄太が「オリンピックの
切符を獲れなかったら日本代表を引退する」と言っ
ていましたが、僕も同じ気持ちで、ワールドカップ
でオリンピックのチケットを獲れなかったら、若い
世代に繋ぐべきだと思っていました。日本代表とし
て自分がやり残したことは「世界大会で 1勝するこ
と」だったので、それによって「何としてもオリンピッ
クに出たい」という思いが強かったですし、「このメ
ンバーだったら絶対に勝てる」と信じてやってきま
した。そうした強い思いで戦ったワールドカップ
だったので、勝った試合に関しては貢献できたと思
います。今までの反省点を生かして、自分のプレー
を出すことができたので、すごく幸せな大会でした。
―印象に残った試合は何ですか？ 
比江島　初勝利をあげたフィンランド戦ですね。
やっぱり、僕自身が今までずっと世界相手に勝て
なかったので、はじめて世界の強豪から1勝できた
試合ということで、一番印象に残っています。
―順位決定戦のベネズエラ戦は苦しい展開だっ
たのですが、後半に比江島選手が爆発。「俺がやっ
てやる！」という気持ちだったのでしょうか？
比江島　特別な意識はしていなかったですが、明
らかにチーム全体の調子がよくなかったし、富永
（啓生）にも当たりがこなかったので、フラストレー
ションが溜まる試合でした。そんな中で僕は比較
的、体の調子もシュートタッチも良かったので「や
らなきゃいけない！」というモードに入ったかもし
れません。最初から自分の役割をやろうと臨んで
はいたのですが、4クォーターになってスイッチが
入りました。河村（勇輝）が自分にボールを預けて
くれたので、期待に応えるだけでした。
―オリンピックが決まったときはどのような思
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自力でオリンピックの切符を
勝ち取れて感慨深い

Bリーグでベスト3P成功率賞を受賞
まだまだ成長中

3ポイントでタイトル獲得
いまだに成長を続ける
愛されキャラのベテラン
日本代表の主力として活躍してきた比江島慎が、ついに
昨夏のFIBAワールドカップ2023で「世界大会で 1勝」を達成。
その後のB.LEAGUEでは3ポイントのタイトルを獲得するなど、
成長を続けている。オーストラリア代表との試合を前に、
現在の心境やオリンピックへの意気込みを聞いた。

比江島慎
Makoto HIEJIMA

ひえじま・まこと：1990年8月1 1日生まれ／191cm・88kg／シュー
ティングガード／福岡県出身／青山学院大学出身／宇都宮ブレッ
クス所属／洛南高校から青山学院大学へと進学し、2013－14シー
ズンにシーホース三河でトップリーグデビューを果たすと、海外
リーグへの挑戦を経て、2018－19シーズンから宇都宮の一員に。
長らく日本代表の主力としても活躍し、昨夏の「FIBAワールドカッ
プ2023」順位決定戦対ベネズエラでは23得点をマークし、チー
ムを勝利に導いた。
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デ戦はフル出場しました。体力的な負担はありま
せんでしたか？
ホーキンソン　もちろん大変な面はありましたが、
自分はコートに出ている以上、一生懸命にプレーを
して、チームを勝利に導くのが自分の責任だと思っ
ています。また試合に出ることはとても楽しいで
す。ですから、コートに出ている以上は疲れたとい
う感情は生まれてこないですね。また、沖縄アリー
ナで日本のファンの方が最初から最後まで力強い
声援を送ってくれたので、それが僕たちの力にな
りました。とても感謝しています。
―6月上旬から強化合宿が始まりました。今は
どのようなチーム状態ですか？
ホーキンソン　先ほども言ったように、僕が一番
楽しめるのはチームメートと一緒に目標を達成す
るためにチームビルティングをしていくこと。今
はそのプロセスが始まったところです。新しい選
手が入って、新しいプレーも出てきたので、そこを
確認しながら練習しています。個人の強みを生か
すことと弱点を補うことの両方の練習を、コミュニ
ケーションを図りながらやっています。チームの目
標に向かって進んでいくのがチームスポーツのい
いところなので、ゴールに向かっていくプロセスを
楽しみながら練習していきたいです。

―オリンピックへはどのような思いがあります
か？
ホーキンソン　スポーツ選手にとって、オリンピッ
クは世界最高峰のステージであり、祭典です。子
どものころからオリンピックでプレーしてみたい
思いはありました。ただ、選ばれた選手、選ばれた
チームしか出られない夢の舞台だと思っていまし

た。今こうして、オリンピックに出るために練習し
ていて思うのは、ファンの方たちが僕たちを応援し
てくれたおかげでチャレンジできるということで
す。自分だけの力では、ここまで来ることはできま
せんでした。オリンピックに出ることはとても名誉
なことですが、まずはメンバーに選ばれて、フラン
スのリール（予選ラウンドの会場）に足を踏み入れ
て、試合開始となったときに「ああ、オリンピックに
出るのだな」と実感すると思います。
―現在の課題は何ですか？
ホーキンソン　一番はコンディショニングです。
オリンピックのすべての試合で自分のトップパ
フォーマンスが出せるように、今からしっかりとコ
ンディションを作っていくことが大事です。
―北海道のオーストラリア戦ではどんなプレー
を見せたいですか？
ホーキンソン　僕たちのゴールはオリンピックで、
今は準備段階にあります。北海道ではいろいろな
ことを試して、チームとして成長したいです。自分
が日本代表に入ってから、北海道で試合をするの
は初めてです。今まで、静岡、東京、沖縄などで試
合をしましたが、全国各地で試合ができれば、応援
してくれる方が増えると思います。今度は北海道
で試合をするので、北海道まで見に来てくれるファ
ンの前でいいパフォーマンスを見せて、日本のバ
スケットボールをアピールしたいですし、バスケッ
トボールを好きになってもらいたいです。

INTERVIEW プレーヤーインタビュー

―昨年のFIBAワールドカップ2023を振り
返ってみて、心に残っていることは何ですか？
ホーキンソン　ワールドカップに向けてチームが
一丸となって、一つになっていくプロセスが一番心
に残っています。厳しい練習をして、いろんなチー
ムと強化試合をたくさんして、本当にいろいろなこ
とがありました。今振り返ってみても、チームが一
つになっていくプロセスが忘れられない記憶とし
て残っています。ワールドカップに出場する前か
ら「絶対にオリンピックに出場できる」と信じてい
たし、負けた試合でも何点差がついても諦めなかっ
たし、選手全員がチームのために献身性を忘れな
かったから、いい結果が得られたのだと思います。
―オリンピックの出場権を獲得したときは、ど
んな気持ちでしたか？
ホーキンソン　本当にうれしくて、チームのみん
なで勝ち取ったという気持ちになりました。最後
のカーボベルデとの試合では、僕のコーナーから
の3ポイントで勝負を決めたと思っています。あの
シュートが決まって「オリンピックの出場権を獲得
した！」と確信できたので、記憶に残るシュートに
なりました。
―自分自身のワールドカップの出来は？
ホーキンソン　ワールドカップ全体を通して言
えば、まずまずの出来でした。試合によって、ディ
フェンスの献身性やオフェンスの貢献など、いろ
いろなことを求められたのですが、小さなことでも
いいから自分のできることをしっかりやっていくこ
とをベースにしていて、それはできたと思います。
大会を通してはなかなか3ポイントの調子が上が
りませんでした。カーボベルデ戦では決められた
のですが、他の試合でもっと決めたかったです。オ
リンピックではどの試合でも3ポイントを決めて、
相手の脅威になりたいです。
―ワールドカップではホーキンソン選手の出場
時間が長く、5試合平均で35分出場、カーボベル

ジョシュ・ホーキンソン

©シーソーゲーム／伊藤大允

ワールドカップで一番心に残ったことは
チームが一つになるプロセス

オーストラリア戦では
いろいろなことを試したい

献身的なプレーで
オリンピックへの
扉を開けたインサイドの要
日本代表でのキャリアは短いものの、
チーム力アップに貢献したジョシュ・ホーキンソン。
今ではインサイドの要としてなくてはならない存在だ。
パリ2024オリンピックを見据えたオーストラリア代表との
一戦に向けて、今の体調やオリンピックへの思いを聞いた。

Josh HAWKINSON

じょしゅ・ほーきんそん：1995年6月23日生まれ／208cm・
106kg／センター・パワーフォワード／アメリカ・ワシントン州出
身／サンロッカーズ渋谷所属／2017年に来日し、ファイティング
イーグルス名古屋と信州ブレイブウォリアーズで各3シーズンプ
レーすると、昨年2月に日本国籍を取得。昨夏の「FIBAワールド
カップ2023」では大車輪の活躍を見せ、日本代表のパリ2024オ
リンピック出場権獲得に大きく貢献した。













COLUMN コラム  「日本代表を後押しする存在」

©シーソーゲーム／伊藤大允

©シーソーゲーム／伊藤大允

日本生命は常に男子代表をサポートしてきた

　201 9年からバスケットボール日本代表のオ
フィシャルパートナーを務める日本生命保険相互
会社（以下、日本生命）。同社が掲げるスポーツ応
援スローガン「Play, Support. ～さあ、支えるこ
とを始めよう。～」のスタンスを実践すべく、これ
まで次世代育成を含めたバスケットボールの普及
全般において幅広く活動している。そのなかでも
「日本一丸」を醸成する重要な施策と位置づけられ
ているのが、日本国内における男子代表の国際強
化試合だ。
「日本生命カップ」が初めて開催されたのは、3年
前の東京2020オリンピック直前。沖縄県（沖縄ア
リーナ）での3連戦、オリンピックの競技会場（さい
たまスーパーアリーナ）のある埼玉県（サイデン化
学アリーナ／さいたま市記念総合体育館）での 1試
合の計4試合だった。
　７月26日にオリンピック初戦（対スペイン）を控
えていた日本代表（世界ランキング42位・当時）は、
NBAプレーヤーの渡邊雄太と八村塁、オーストラ
リアリーグで活躍していた馬場雄大が7月に入っ
てからのチームへの合流となったため、限られた
期間のなかで実戦を積む貴重な機会となった。

　八村、馬場以外の 10名で臨んだ沖縄大会。初戦
の7月7日のハンガリー戦（世界ランキング38位）
ではチームに合流直後の渡邊が主将としての気迫
あふれるプレーを披露。21分36秒のプレー時間
で、25得点、7リバウンド、4アシストと攻守にわた
り活躍を見せ、79－58の大勝に大きく貢献した。
だが、9日のベルギー戦（同37位）、1 1日のフィンラ
ンド戦（同32位）ではゲーム序盤で大量リードを
許したこと、課題のリバウンドでも相手に上回られ
たことが響き、それぞれ70－73、71－76と惜敗。1

勝2敗で沖縄大会を終えている。
　しかし、オリンピックメンバー 1 2名がそろい初
めて臨んだ7月1 6日のベルギー戦では本領発揮。
ティップオフ直後からエンジン全開で第 1クォー
ターを30－ 1 1とリード。その勢いを維持して24得
点、6リバウンドの八村、15得点、6リバウンドの渡
邊を中心に87－59と大勝し、沖縄大会2戦目の雪
辱を果たしている。
　3年前はコロナ禍により無観客でのオリンピッ
ク開催が決定。その状況下、強化試合では可能な
限り多くのファンにライブで観戦する機会を設け
るため、感染予防ガイドラインに則り観客を受け入
れていた。特に沖縄の3戦目はチケットが完売する
など、本大会に向かう日本代表をあと押しした。

　あれから3年―。
　東京2020オリンピックの本番では0勝3敗に
終わった男子代表だったが、その後、同大会で女子
代表をオリンピック史上初の銀メダル獲得に導い
た指揮官のトム・ホーバスがヘッドコーチ（以下、
HC）に就任。東京大会の経験を糧に再スタートを
切った。
　ホーバスHCは、厳しいチーム内競争を選手たち
に課すスタイルで、中堅・ベテランには過去の実績
にかかわらずステップアップを求め、一方で河村
勇輝ら若手の台頭を促進。チームとして着実な成
長を遂げてきた。そしていまだ記憶に新しい昨年

夏のFIBAバスケットボールワールドカップ2023

では計3勝をあげ、アジア最上位の 19位となり、オ
リンピック出場権を48年ぶりに自力で獲得。着実
にパワーアップし最新の世界ランキングでは26位
にまで上げている。
　そんな男子代表はパリ2024オリンピックへ向
かうべく、6月に行われる日本生命カップ2024（北
海道大会）を迎えようとしている。
「目標は予選ラウンド突破（＝ベスト8）」という
ホーバスHCが掲げたパリ2024オリンピックで
の目標はチームで共有され、わずか 1 2の最終メン
バー枠を巡る選考はすでに進行中だ。今大会も選
手選考の要素も兼ねての強化試合となるため、多
くの選手起用が予想される。
　今回、対戦するオーストラリアは、若手中心のメ
ンバー構成とはいえ東京2020オリンピック3位
をはじめ国際大会での高い実績を誇る強国である。
だが、ホーバスHCは、相手を意識するのではなく、
自分たちのバスケットボールに集中したいという。
「相手チームへの対策よりも、自分たちのバスケッ
トボールをいかに展開するかが大事。選手たちは
自身の選考もかかっていますが、やはりチームとし
て求める役割を果たしてほしいです」
　国内では、日本生命が2021年3月からパート
ナーとして協賛しているBリーグのシーズンが約
7カ月。日本代表の活動期間は冬季の一部を除き、
夏場の2～3カ月に限られる。海外での国際大会開
催が多いなか、必然的に国内における日本代表戦
開催は非常に貴重な機会となる。ホーバスHCは、
その点でも北海道での代表戦を楽しみにしている。
「現役時代は多く北海道で試合したけど、北海道
で今の日本代表がプレーするのは初めて。だから
自分たちのいいバスケットボールをファンの皆さ
んの前で見せて、そして勝ちたいです」
　6月22日、23日の2日間、北の大地・北海道立総
合体育センター（北海きたえーる）を会場に行われ
る日本生命カップ2024。パリ2024オリンピック
に向かう男子日本代表の勇姿を、しかと見届けよう。

昨夏のFIBAワールドカップ2023でカーボベルデを破り、アジア1位となってパリ2024オリンピックの出場権を獲得

貴重な4連戦となった3年前の初開催

「世界のベスト8」の目標に向かって

東京からパリへ
大一番へ向かう男子日本代表を
成長させる「日本生命カップ」の意義
パリ2024オリンピックで「ベスト8」に挑む日本代表。
この舞台に立つまでの道のりにおいて、
日本代表の強化をサポートする存在を忘れてはならない。
そこで今大会を振り返り、その意義を考えた。





JAPAN 日本代表（AKATSUKI JAPAN）

アソシエイトヘッドコーチ
コーリー・ゲインズ（Corey GAINES）
公益財団法人日本バスケットボール協会

チームリーダー
東野 智弥（Tomoya HIGASHINO）
公益財団法人日本バスケットボール協会

アシスタントコーチ
勝久 ジェフリー（Geoffrey KATSUHISA）
川崎ブレイブサンダース

アシスタントコーチ
佐々 宜央（Norio SASSA）
宇都宮ブレックス

スポーツパフォーマンスコーチ
佐藤 晃一（Koichi SATO）
公益財団法人日本バスケットボール協会

スポーツパフォーマンスコーチ
緒方 博紀（Hiroki OGATA）
公益財団法人日本バスケットボール協会

アスレチックトレーナー
一柳 武男（Takeo ICHIYANAGI）
公益財団法人日本バスケットボール協会

アシスタントアスレチックトレーナー
古澤 美香（Mika FURUSAWA）
公益財団法人日本バスケットボール協会

アシスタントチームマネージャー
大木 瀬音（Seoto OKI）
公益財団法人日本バスケットボール協会

テクニカルスタッフ
冨山 晋司（Shinji TOMIYAMA）
公益財団法人日本バスケットボール協会

アシスタントテクニカルスタッフ
磯野　眞（Makoto ISONO）
長崎ヴェルカ

チームマネージャー
西村 拓也（Takuya NISHIMURA）
公益財団法人日本バスケットボール協会HEAD COACH

STAFF

トム・ホーバス（Tom HOVASSE）
公益財団法人日本バスケットボール協会

FIBAランキング
（全体／アジア・オセアニア内）

※2024年2月27日現在

26位/3位
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富樫 勇樹（Yuki TOGASHI）
生年月日：1993年7月30日

身長：167cm
所属：千葉ジェッツ

馬場 雄大（Yudai BABA）
生年月日：1995年 1 1月7日

身長：195cm
所属：長崎ヴェルカ

吉井 裕鷹（Hirotaka YOSHII）
生年月日：1998年6月4日

身長：196cm
所属：アルバルク東京

ジェイコブス 晶（Akira JACOBS）
生年月日：2004年4月13日

身長：203cm
所属：ハワイ大学

ジョシュ・ホーキンソン（Josh HAWKINSON）
生年月日：1995年6月23日

身長：208cm
所属：サンロッカーズ渋谷

川真田 紘也（Koya KAWAMATA）
生年月日：1998年6月16日

身長：204cm
所属：滋賀レイクス

河村 勇輝（Yuki KAWAMURA）
生年月日：2001年5月2日

身長：172cm
所属：横浜ビー・コルセアーズ

富永 啓生（Keisei TOMINAGA）
生年月日：2001年2月1日

身長：188cm

佐々木 隆成（Ryusei SASAKI）
生年月日：1996年5月2日

身長：180cm
所属：三遠ネオフェニックス

比江島 慎（Makoto HIEJIMA）
生年月日：1990年8月1 1日

身長：191cm
所属：宇都宮ブレックス

渡邉 飛勇（Hugh WATANABE）
生年月日：1998年 12月23日

身長：207cm
所属：琉球ゴールデンキングス

山ノ内 勇登（Yuto YAMANOUCHI）
生年月日：2003年5月27日

身長：207cm
所属：ネバダ大学

テーブス 海（Kai TOEWS）
生年月日：1998年9月17日

身長：188cm
所属：アルバルク東京

井上 宗一郎（Soichiro INOUE）
生年月日：1999年5月7日

身長201cm
所属：越谷アルファーズ

金近 廉（Ren KANECHIKA）
生年月日：2003年3月1 1日

身長：196cm
所属：千葉ジェッツ

張本 天傑（Tenketsu HARIMOTO）
生年月日：1992年 1月8日

身長：198cm
所属：名古屋ダイヤモンドドルフィンズ

CAP

年齢は2024年6月20日現在 、所属はB.LEAGUE2023-24シーズンの所属を記載



STAFF

Reyne SMITH
生年月日：2002年 10月28日

身長：188cm

Kyle BOWEN
生年月日：2000年 10月6日

身長：203cm

Ben HENSHALL
生年月日：2004年6月22日

身長：195cm

Alex TOOHEY
生年月日：2004年5月5日

身長：203cm

Mitch NORTON
生年月日：1993年4月1日

身長：184cm

Tyler ROBERTSON
生年月日：2000年7月25日

身長：198cm

Keli LEAUPEPE
生年月日：2000年6月4日

身長：198cm

Mitch MCCARRON
生年月日：1992年6月30日

身長：189cm

Elijah PEPPER
生年月日：2001年5月8日

193cm

Rocco ZIKARSKY
生年月日：2006年7月1 1日

身長：220cm

Alex CONDON
生年月日：2004年7月25日

身長：21 1cm

Sam FROLING
生年月日：2000年2月10日

身長：213cm

Dean VICKERMAN

HEAD COACH

Assistant Coach
Kerry WILLIAMS

Team Doctor
Leah HARCOURT

Assistant Coach
Jack FLEMING

Team Manager
Jared CAMPBELL

Physio
Tristan CHAI
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AUSTRALIA オーストラリア代表
FIBAランキング

（全体／アジア・オセアニア内）
※2024年2月27日現在

5位/1位



AKATSUKI VENUS®
バスケットボール日本代表オフィシャルチアリーダーズ

バスケットボール日本代表 AKATSUKI JAPANを応援するオフ
ィシャルチアリーダーズとして暁の空に最後まで輝き続ける金星

「VENUS」をイメージし、日本代表を勝利の日の出へ導く存在に
なるという思いと、AKATSUKI VENUS®の活動に取り組む姿・思

いがまた一つの目標となり、子供たちをはじめ多くの人へ勇気や夢、
元気をお届けしたいと思い2017年に結成。AKATSUKI JAPAN
の選手たち同様、地域貢献活動への参加や活動を通してSDGsの
実践等取り組みを予定しております。

#Aoi
所属:横浜エクセレンス

得意な技:ターン
特技・趣味:ハンドドリップコーヒー、音楽・ライブ鑑賞

#Miku
所属:アルティーリ千葉

得意な技:ターン
特技・趣味:熱い応援、のんびりすること、スポーツ観戦

#Mayuka
所属:横浜ビー・コルセアーズ

得意な技:ジャンプ
特技・趣味:ドライブ、カメラ

#Haruka
所属:サンロッカーズ渋谷

得意な技:体の可動域を大きく使った迫力あるダンス
特技・趣味:お風呂、お笑いを見ること

#Hanaka
所属:千葉ジェッツふなばし
得意な技:上半身の表現力

特技・趣味:人の顔を覚える事・空の写真を撮ること

#Sumire
所属:宇都宮ブレックス

得意な技:前方転回
特技・趣味:化粧品を集める、カフェ巡り

#Rinka
所属:仙台89ERS

得意な技:アクロバット
特技・趣味:映画鑑賞、料理

#Reona
所属:千葉ジェッツふなばし

得意な技:キック
特技・趣味:岩盤浴、グルメ巡り

#Nanase
所属:千葉ジェッツふなばし

得意な技:側宙
特技・趣味:サウナ、ドライブ

#Hinata
所属:レバンガ北海道

得意な技:ターン
特技・趣味:ネイル、スポーツ観戦

#Aimi
所属:東京ユナイテッド

得意な技:柔軟性を活かしたダンス
特技・趣味:ランニング、岩盤浴

#Ayaka
所属:横浜ビー・コルセアーズ

得意な技:髪さばきまで意識したダンス
特技・趣味:映画鑑賞・ラーメン

#Rumi
所属:元 滋賀レイクス

得意な技:ジャンプ
特技・趣味:早着替え、旅行

Vice
CaptainCaptain

AKATSUKI VENUS® Instagram 公式アカウント
https://www.instagram.com/akatsukivenus_jba/

AKATSUKI JAPAN plus+/AKATSUKI VENUS® 紹介ページ
https://akatsukijapanplus.jp/s/n72/page/about_venus5

当協会はSDGsに貢献するプロジェクトを推進して
おり今回はAKATSUKI JAPAN バスケットボール
男女日本代表チームへ提供されているT シャツを
アップサイクルし、男女日本代表戦の演出で使用する

「AKATSUKI JAPAN 応援フラッグ」として生まれ
変わりました。制作する過程で（JBAのオフィス所在
地である文京区にあります）小石川福祉作業所にて
AKATSUKI VENUS®と共に制作過程に加わってい
ただき、AKATSUKI JAPAN バスケットボール男女
日本代表チームへ勝利への願いを一緒に込めました。

©日本バスケットボール協会
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